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近
頃
、
ふ
と
し
た
こ
と
で

祖
母
を
懐
憶
す
る
。
さ
て
は
、

古
老
の
域
か
。　

歳
を
迎
え

５３

る
の
で
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
祖
母
の
名
は
、
初
枝
。

　
玄
関
を
開
け
る
と
、
目
の

前
が
祖
母
の
家
。
そ
こ
で
叔

母
と
ふ
た
り
で
暮
ら
し
て
い

た
。
保
育
園
の
送
り
迎
え
を

し
て
も
ら
い
、
ご
飯
も
お
風

呂
も
一
緒
だ
っ
た
。

　
祖
母
は
、
猫
が
好
き
だ
っ

た
。
縁
側
に
水
が
入
っ
た
小

皿
を
置
き
、
そ
の
横
に
煮
干

し
を
散
ら
す
と
、
垣
根
の
す

き
間
か
ら
数
匹
の
猫
が
顔
を

出
し
た
。
庭
の
小
さ
な
菜
園

は
、
時
季
に
な
る
と
イ
チ
ゴ

が
実
っ
た
。
甘
そ
う
に
見
え

る
の
だ
が
実
は
す
ご
く
す
っ

ぱ
く
て
、
祖
母
に
砂
糖
を
た

く
さ
ん
ね
だ
っ
た
。

　
私
は
、
よ
く
ひ
と
り
で
遊

ん
で
い
た
。
何
を
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
思
い
出
し
た
、

新
聞
を
幾
重
に
も
丸
め
、
刀

を
作
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。

途
中
、「
糊
を
く
れ
」
と
頼
む

と
、
祖
母
は
冷
ご
飯
を
少
々

つ
か
み
練
り
込
ん
で
く
れ
た
。

接
着
力
は
あ
っ
た
。
そ
し
て

完
成
し
た
刀
を
わ
き
に
差
し
、

遊
ん
で
い
た
。

　
幼
い
私
が
成
り
き
る
の
は
、

座
頭
市
、
眠
狂
四
郎
、
鶴
田

浩
二
。
ど
の
役
者
も
祖
母
の

ひ
い
き
だ
。

　
ご
飯
が
炊
け
る
と
、
箪
笥

の
上
に
置
か
れ
た
小
さ
な
仏

壇
に
お
供
え
を
し
て
、
リ
ン

を
鳴
ら
す
。
家
の
仏
壇
と
違

い
、
立
っ
た
ま
ま
で
お
参
り

が
で
き
る
の
で
、
祖
母
の
仏

壇
の
方
が
好
き
だ
っ
た
。

　
時
は
令
和
２
年
。

　
イ
チ
ゴ
の
甘
味
は
抜
群
。

垣
根
は
皆
無
。
新
聞
は
デ
ジ

タ
ル
化
。
糊
の
接
着
力
は
強

烈
。
座
頭
市
は
、
セ
リ
フ
に

問
題
が
あ
る
と
い
う
。

　
か
た
は
ら
に

　
　
秋
ぐ
さ
の
花

　
　
　
か
た
る
ら
く

　
　
ほ
ろ
び
し
も
の
は

　
　
　
な
つ
か
し
き
か
な

　
ふ
と
、
祖
母
の
声
が
し
た
。

高座布教（大阪 中井賢隆 師高座布教（大阪 中井賢隆 師））

阿
弥
陀
寺
建
立
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益
城
町

阿
弥
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寺
建
立
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益
城
町
））

周
年
記
念
法
要
を
勤
修
し
ま
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。。
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阿弥陀寺だより

考
え
で
し
た

　
わ
か
っ
て
な
い
、
と
い
う

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
私

を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
は
、
１
９
６
４
年
２
月
。

真
冬
の
ベ
ル
リ
ン
。
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ジ

の
幕
は
開
い
た
。 隣
に
い
る

マ
イ
ル
ス
が
目
で
合
図
し
、

私
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏

が
始
ま
っ
た
。
も
の
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
と
ド
ラ
イ
ブ
感
で

吹
き
ま
く
る
。
後
か
ら
追
い

立
て
る
よ
う
に
高
速
ド
ラ
ム

を
叩
く
弱
冠
　
歳
の
ト
ニ
ー

１９

ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
。

　
ピ
ア
ノ
を
叩
き
つ
け
る
よ

う
に
不
思
議
な
音
階
を
繰
り

出
す
ハ
ー
ビ
ー
ハ
ン
コ
ッ
ク
。

強
力
な
リ
ズ
ム
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
ベ
ー
ス
の
ロ
ン
カ
ー

タ
ー
。
そ
し
て
他
の
メ
ン

バ
ー
に
触
発
さ
れ
フ
リ
ー
っ

ぽ
い
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
の

ウ
ェ
イ
ン
・
シ
ョ
ー
タ
ー
。

ス
テ
ー
ジ
の
脇
で
メ
ン
バ
ー

の
演
奏
に
耳
を
傾
け
、
に
や

り
と
不
敵
な
笑
み
を
浮
か
べ

る
マ
イ
ル
ス
。
吹
き
ま
く
れ
、

お
前
の
自
由
な
よ
う
に
、
渾

身
の
力
を
振
り
絞
っ
て
。
明

日
は
な
い
、
あ
る
の
は
今
こ

の
瞬
間
の
音
だ
け
だ
！

　
そ
し
て
演
奏
は
終
わ
っ
た
。

鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
と
喝
采
。

私
は
真
に
幸
福
の
絶
頂
に
い

た
。
こ
れ
ぞ
ジ
ャ
ズ
の
命
だ
。

　
す
る
と
、
突
然
ガ
チ
ャ
ッ

と
音
が
す
る
。
徳
利
が
ひ
っ

く
り
返
っ
た
音
だ
。
は
っ
と

我
に
返
り
、
目
が
覚
め
る
。　

　
今
し
が
た
の
マ
イ
ル
ス
と

の
競
演
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。

酔
っ
て
夢
幻
を
見
て
い
た
私
。

そ
れ
に
し
て
も
正
月
か
ら
何

と
素
敵
な
初
夢
を
あ
り
が
と

う
。
南
無
阿
弥
陀
仏
！
南
無

阿
弥
陀
仏
！
ま
た
次
回
！

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

総
代
の
 森
  雄
  二
 で
す
。
社

も
り
 ゆ
う
 
じ

会
保
険
労
務
士
を
し
て
い

ま
す
。
ジ
ャ
ズ
に
熱
狂
し

た
、
青
春
時
代
を
回
想
し
、

ひ
と
言
つ
ぶ
や
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
付

き
合
い
お
願
い
し
ま
す
。
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復興オブジェの前復興オブジ で

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、

窓
拭
き
掃
除
で
、
悪
戦
苦
闘

が
続
き
、
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
台
風
を
含

め
暴
風
雨
が
多
く
、
さ
ら
に

風
向
き
に
よ
っ
て
は
、
阿
蘇

山
の
噴
煙
で
汚
れ
る
か
ら
で

す
。
窓
拭
き
を
さ
れ
て
い
る

方
々
に
同
情
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
、
ワ
イ
パ
ー
、
洗
剤
、

専
用
シ
ー
ト
等
々
、
何
種
類

も
試
し
ま
し
た
。
先
日
は
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
洗
浄

液
が
い
い
と
耳
に
し
試
し
ま

し
た
。
汚
れ
は
楽
に
落
と
せ

ま
す
が
、
拭
き
終
え
た
後
が

ど
う
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
「
や
っ
ぱ
り
か
」
と

失
望
す
る
の
で
す
。

　
よ
し
、
原
点
回
帰
だ
。
や

は
り
、
最
も
体
力
を
要
す
る

水
拭
き
、
新
聞
紙
で
か
ら
拭

き
を
繰
り
返
す
こ
と
が
、
一

番
き
れ
い
に
な
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

窓
と
に
ら
め
っ
こ
を
し
な
が

ら
、「
急
が
ば
回
れ
と
は
、
そ

の
と
お
り
だ
な
」
と
思
わ
さ

れ
た
こ
と
で
し
た
。
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つ
づ
い
て
紙
芝
居

哀
愁

漂
う
昭
和
の
物
語
「
愛
染
か

つ
ら
」。　
看
護
婦
・
か
つ
枝

と
医
院
長
・
浩
三
の
ラ
ブ
ス

　
秋
の
唱
歌

『
荒
城
の
月
』

『
里
の
秋
』『
故
郷
』『
も
み

じ
』『
旅
愁
』。
深
ま
る
秋
の

景
色
に
思
い
を
馳
せ
る
。

　
９
月
　
日
、
秋
彼
岸
会
法

２２

要
が
勤
ま
っ
た
。
琵
琶
奏
者
、

塩
高
和
之
さ
ん
の
「
風
の
宴
」

が
美
し
い
。
風
が
か
す
か
に

生
ま
れ
、
吹
き
荒
ぶ
嵐
へ
、

そ
し
て
静
か
に
無
に
か
え
る
。

　
安
田
登
先
生
と
佐
藤
蕗
子

さ
ん
が
加
わ
り
『
耳
な
し
芳

一
』。
芳
一
と
、
彼
に
と
り
つ

い
た
平
家
の
亡
霊
の
物
語
。

琵
琶
を
弾
く
芳
一
と
、
対
峙

す
る
亡
霊
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　
そ
し
て
『
ボ
ン
ボ
ヤ
ー

ジ
ュ
』。
蕗
子
さ
ん
の
独
り
語

り
に
安
田
師
の
ピ
ア
ノ
。
純

粋
な
少
女
が
、
悪
い
男
に
振

り
回
さ
れ
、
身
を
持
ち
崩
し

て
い
く
。
恨
み
な
が
ら
も
、

相
手
を
見
捨
て
る
こ
と
の
で

き
な
い
哀
し
い
恋
愛
物
語
。

　
最
後
に
秋
の
唱
歌
を
歌
う
。

塩高 和之塩高 和之 師師

秋
 彼
岸
会

佐藤 蕗佐藤 蕗子子さんさん（女優）（女優） 「語りの秋「語りの 」
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毛
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東東
京京
タタ
ワワ
ーー
もも

我我
もも
還還
暦暦年年

新新
たた

　
法
話
会
で
は
、　

分
ほ
ど

１５

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
文
字
に
し
て
、
時
間

を
計
っ
て
練
習
。
し
か
し
本

番
に
な
る
と
、
覚
え
た
は
ず

の
話
が
う
ま
く
出
ず
に
し
ど

ろ
も
ど
ろ
に
。
知
識
の
な
さ

と
経
験
不
足
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
自
ら
話
す
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
お
寺
で
お
話
さ
れ

て
き
た
方
々
の
努
力
の
深
さ

を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、

隠
れ
た
努
力
の
部
分
を
見
ず

に
「
今
日
の
話
は
面
白
か
っ

た
で
す
ね
」
な
ど
と
、
感
想

を
言
っ
て
い
た
私
に
気
づ
き

ま
し
た
。

　
思
え
ば
、
す
べ
て
に
対
し

て
「
こ
れ
は
た
め
に
な
る
。

こ
れ
は
つ
ま
ら
な
い
」
と
評

価
し
て
き
ま
し
た
。
作
者
が

伝
え
た
か
っ
た
こ
と
、
作
品

が
表
現
し
た
か
っ
た
こ
と
の
、

本
当
の
深
い
部
分
を
理
解
で

き
て
い
る
保
証
は
な
い
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
。

　
先
日
、
小
さ
な
お
孫
さ
ま

を
亡
く
さ
れ
た
お
ば
あ
さ
ん

と
お
話
し
た
と
き
で
す
。「
私

も
娘
が
い
る
の
で
す
が
、
ご

両
親
は
大
変
、
辛
か
っ
た
で

し
ょ
う
ね
」
と
言
う
と
「
そ

れ
は
本
人
じ
ゃ
な
い
と
絶
対

に
わ
か
ら
ん
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
私
に
も
わ
か
り
ま
す
、

と
い
う
の
は
思
い
上
が
っ
た

考
え
で
し
た
。

　
東
京
タ
ワ
ー
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

私
も
こ
の
世
に
生
を
受
け
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
六
十
年
、
昭
和
、
平
成
、

令
和
と
生
き
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ

り
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
地
震
も
…
。

　
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
お
正
月
。

今
年
も
、
日
常
の
さ
さ
や
か
な
事
や

物
の
感
動
を
「
五
七
五
」
に
詠
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

復興オブジェの前ジェの前でで

　
棗
  ・

     

（

な
つ
め
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月
３
日
、
寺
子
屋
「
語

１１
り
の
秋
」
が
催
さ
れ
た
。

　
浪
曲
の
演
目
は
『
天
保
水

滸
伝
』。
笹
川
繁
蔵
、
飯
岡
助

五
郎
の
確
執
を
語
る
。
序
盤
、

笑
い
に
包
ま
れ
た
軽
快
な
語

り
か
ら
、
シ
リ
ア
ス
な
終
盤

へ
と
展
開
し
て
い
く
。
そ
し

て
最
高
潮
の
唸
り
へ
。

つ
づ
い
て
紙
芝
居
。
哀
愁

ト
ー
リ
ー
。
ふ
た
り
の
す
れ

違
い
も
携
帯
電
話
さ
え
あ
れ

ば
、
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　『
夢
十
夜
』
第
３
夜
。
安
田

先
生
の
語
り
に
、
奈
々
福
さ

ん
の
三
味
線
が
響
く
。
声
が

折
り
重
な
り
、
雨
の
降
り
し

き
る
夜
道
を
さ
ま
よ
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

秋
の
唱
歌
。『
荒
城
の
月
』

　
玉
川
奈
々
福
師
は
Ｃ
Ｄ
デ

ビ
ュ
ー
。
曲
も
披
露
さ
れ
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

寺
子
屋

「
語
り
の
秋

　
寺
子
屋
 「
語
り
の
秋
」」

「語りの秋の秋」」

た
っ
ぷ
り

た
っ
ぷ
り
～～

紙芝居「愛染かつら紙芝居「愛染かつら」」

玉
川

奈
々
福

玉
川
 奈
々
福
 師師

（家族・親族の安心プラン）
ファミリープラン

『
御
修
行

奮
闘
記

『
 御
  修
  行
   奮
  闘
  記
 』』

ご
 

し
ゅ
 
ぎ
ょ
う
 

ふ
ん
 

と
う
 

き

釋

博
真

 釋
   博
  真
 （（

し
ゃ
く
 
は
く
 
し
ん

栃 栃
 

と
ち

原

真
人

 原
   真
  人
 ））

は
ら
 

ま
さ
 

と

第２８第２８回回

沢
村

豊
子

師

沢
村
 豊
子
 師
匠匠

日
本
一

日
本
一
！！

筆者（北アルプス、立山筆者（北アルプス、立山））



阿弥陀寺だより

p
　
 猫
  伏
  石
 の
声

ね
こ
 
ぼ
く
 
い
し

令
和
２
年
 法
要

　
　
　
　
　
寺
子
屋
 予
定

産
報
恩
講

１
月
　
日
（
日
）　
時
～
お
斎

１２

１２

　
法
話
　
木
村
 俊
尚
 師

　
　（
新
潟
・
梵
行
寺
 住
職
）

産
差
向
け
布
教

２
月
　
日
（
月
）　
時
　
分

２４

１３

３０

　
法
話
　
中
井
 賢
隆
 師

　
　（
大
阪
・
最
勝
寺
 住
職
）

産
春
彼
岸
会

３
月
　
日
（
日
）　
時
　
分

２２

１３

３０

　「
精
神
科
医
と

　
　
能
楽
師
と
読
む

　
　
　
　『
観
無
量
寿
経
』」

　
安
田
登
　
師（
能
楽
師
）

　
大
島
淑
夫
師
（
精
神
科
医
）

産
復
興
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
月
　
日
（
土
）　
時
～

　

２８

１４

　「
出
会
い
の
村
」
の
皆
さ
ま

　
芳
賀
 健
太
さ
ん
（
画
家
）

産
寺
子
屋

５
月
　
日
（
日
）　
時
～

１７

１４

　
安
田
登
　
師（
能
楽
師
）

　
塩
高
和
之
師
（
琵
琶
奏
者
）

産
法
話
の
会
　

６
月
　
日
（
日
）　
時
～

１４

１４

　
法
話
　
川
村
 智
明

　
　
　
　
栃
原
 真
人
　

　
　
　
　
大
谷
 義
文

産
お
ば
け
合
宿

８
月
　
日
（
日
）
～

１６

　
　
　
　
日
（
火
）（
２
泊
３
日
）

１８

　
講
師
　
安
田
登
 師

　
　
　
　
槻
宅
聡
 師
　

　
　
　
　
東
雅
夫
 師
　

産
秋
彼
岸
会

　
　
阿
弥
陀
寺
 　

　
　
　
　
周
年
 記
念
法
要

１０

９
月
　
日
（
日
）　
時
～

２７

１３

　
　
記
念
法
話
リ
レ
ー

布
教
使
　
は
が
 み
ち
こ
 師

　
　
　
　（
岡
山
・
正
覚
寺
）

　
　
　
　
中
井
 賢
隆
 師

　
　
　
　（
大
阪
・
最
勝
寺
）

　
　
　
　
大
谷
 義
博

　
　
　
　
　
　（
阿
弥
陀
寺
）

　
歌
　
　
ポ
ヤ
ポ
ヤ

産
法
話
の
会
　

　
月
　
日
（
日
）　
時
～

１０

２５

１４

　
法
話
　
川
村
 智
明

　
　
　
　
栃
原
 真
人
　

　
　
　
　
大
谷
 義
文
　

産
寺
子
屋
「
語
り
の
秋
」

　
月
３
日
（
火
）　
時
～

１１

１４

　
安
田
登
　
師
　（
能
楽
師
）

　
玉
川
奈
々
福
師
（
浪
曲
師
）

　
沢
村
豊
子
師
　（
曲
師
）

産
寺
子
屋
「
歳
暮
の
会
」

　
月
　
日
（
日
）　
時
～

１２

２０

１４

　
安
田
 登
　
師

　
豪
華
ゲ
ス
ト
の
方
々

報
恩
講
は
、 親
  鸞
  聖
  人
 の
ご
法
事
で
す
。

し
ん
 
ら
ん
 し
ょ
う
 に
ん

日
 時
・
１
月
　
日
（
日
曜
日
）

１２

　
　
　
時
　
分
～
 お
 斎
 （
軽
い
お
食
事
）　
１
時
　
分
～
 読
経

と
き

１２

００

００

　
　
１
時
　
分
～
 法
話
２
席
～
３
時
　
分
終
了

３０

００

法
 話
・
 木
  村
   俊
  尚
  師
 （
新
潟

き
 

む
ら
 

し
ゅ
ん
 し
ょ
う

漆
 梵
  行
 

ぼ
ん
 
ぎ
ょ
う

 寺
  住
職
）

じ

講
 題
・「
人
生
の
伴
侶
」

　
　
３
時
　
分
～
 お
は
な
し
と
紙
切
り
～
４
時
　
分
終
了

１０

００

お
は
な
し
と
紙
切
り
・

　
　
　
 　
 柳
  家
   松
  太
  郎
   師
　（
東
京
漆
紙
切
り
師
）　
　
　

や
な
ぎ
 

や
 

し
ょ
う
 

た
 

ろ
う

報
恩
講

ご
案
内

ほ
う
 

お
ん
 

こ
う

日
 時
・
２
月
　
日
（
月
曜
日
）

２４

　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
　
お
 勤
 め
（
読
経
）

つ
と

３０

　
　
　
　
　
　
　
２
時
　
分
～
 法
話
２
席
～
３
時
　
分
終
了

００

３０

法
 話
・
 中
  井
   賢
  隆
  師
（
本
山
布
教
使
）

な
か
 

い
 

け
ん
 
り
ゅ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
（
豊
中
市
）　
 最
  勝
  寺
  住
職
 

さ
い
 
し
ょ
う
 

じ

納
骨
堂

追
弔
法
要

の
う
 

こ
つ
 

ど
う
 

つ
い
 

ち
ょ
う

永
代
経

法
要

え
い
 

た
い
 

き
ょ
う

※
　
京
都
、
本
山
佛
光
寺
か
ら
差
向
け
ら
れ
ま
し
た
布
教
使
に
よ
る
ご
法
話
で
す
。

　
　
平
日
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
参
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
納
骨
堂
加
入
者
に
限
ら
ず
ど
な
た
様
も
、
お
参
り
、
聴
聞
、
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

春
季

差
向
け
布
教

※
終
了
後
、
懇
親
会
。
参
加
費
・
１
０
０
０
円
（
１
人
）

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
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